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進
む
城
周
辺
の
公
園
化

日
本
の
城
郭
公
園
と
し
て
整
備

姫路市公室長姫路市役所 23局1101番(大代表)編集発行人

市
は
、
姫
路
城
周
辺
を
日
本
一
の
規
模
の
城
郭
公
園
に
す
る
姫

路
公
園
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
県
道
砥
堀
・
本
町
線
以
西
、
大
手
前
公
園
以
北
、

六
十
五
鈴
の
特
別
史
跡
地
の
総
合
公
園
化
を
は
か
る
も
の
。
ま
た
、

城
の
西
を
流
れ
る
船
場
川
で
は
、
船
場
川
整
美
総
合
計
画
の

一
環

と
し
て
堤
防
を
利
用
し
た
遊
歩
道
を
建
設
し
て
お
り
、
姫
路
城
周

辺
の
公
園
化
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

城
の
北
は
計
画

の
位
%
が
完
了

天
守
閣
の
北
側
の
姫
山
住
宅
跡
地

に
は
、
昨
年
八
月
、
市
で
は
初
め

て
の
本
格
的
な
野
外
ス
テ
ー
ジ
が

誕
生
し
た
の
を
は
じ
め
、
城
の
土

塁
の
上
に
は
、
西
に
船
場
川
、
南

に
天
守
閣
が
見
え
る
展
望
休
憩
所

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
ほ
ど
公
園
整
備
の
た
め
の
土

砂
取
除
き
作
業
中
に
、
城
の
北
の

守
り
で
あ
っ
た
清
水
門
跡
が
発
掘

さ
れ
、
公
園
構
成
に
色
ど
り
が
加

え
ら
れ
ま
す
。
清
水
門
は
、
城
の

。。
《
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伺凶
F本
一
姫
路
公
園
整
備
計
画
の
第

一
期

勝
一工
事
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
か
ら

姫
一
五
カ
年
で
、
姫
山
住
宅
跡
地
の
公

明
一
固
化
を
は
か

っ
て
い
ま
す
。
計
画

約
一
面
積
は
六
・
一
か
子
、
現
在
工
事

円
一
の
六
十
二
%
に
あ
た
る
約
三

・八

削
一
か
の
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
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線

城

内沼

路

-
姫

北
側
か
ら
船
場
川
を
渡
っ
て
入
城

す
る
場
合
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン

ト
に
あ
た
る
要
門
。
今
ま
で
は
、

わ
ず
か
に
石
垣
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

て
い
る
程
度
で
し
た
が
、
今
回
の

発
掘
で
高
さ
約
五
目
、
幅
約
七
討
、

奥
行
約
四
討
の
往
時
の
姿
そ
の
ま

ま
の
石
垣
が
出
現
し
ま
し
た
。

市
で
は
早
速
こ
の
貴
重
な
遺
構
を

文
化
庁
と
協
議
の
う
え
復
元
保
存

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
同
地
に

は
、
今
後
、
大
花
壇
、
千
五
百
平

方
針
の
大
草
地
な
ど
が
設
置
さ
れ

城
郭
公
園
の
北
部
地
区
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

天
守
閣
を
仰
ぐ

城
見
台
を
設
置

1 r 

一
方
、
天
守
閣
の
南
東
部
、
旧

姫
路
商
工
会
議
所
、
姫
路
東
税
務

所
跡
地
の
公
園
化
は
、
昨
年
か
ら

整
備
を
手
が
け
て
お
り
、
三
月
末

に
工
事
を
す
べ
て
完
了
す
る
予
定

で
す
。
同
地
区
の
公
園
化
に
あ
た

っ
て
は
、
広
く
市
民
か
ら
公
園
つ

く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
そ

れ
を
生
か
し
て
整
備
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を

公
園
、
つ
く
り
に
採
用
し
た
の
は
今

回
が
初
め
て
で
、
今
後
の
公
園
建

設
の
一
指
針
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
地
区
の
敷
地
面
積
は

約
一
万
平
方
討
で
、
新
し
い
公
園

施
設
と
し
て
は
、
城
見
台
を
設
け

ま
す
。こ
の
城
見
台
は
、
北
西
部
に
天

守
閣
を
望
み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
台
形
物
見
台
。
高
さ
は
一
・

六
五
討
、
底
部
面
積
は
二
百
九
十

四
平
方
針
、
頂
上
部
は
百
二
十
平

方
肘
(
六
十
三
畳
分
)
。
項
上
部
へ

は
、
十
一
段
の
石
段
で
四
方
か
ら

登
れ
る
構
造
で
、
宝
殿
産
の
黄
竜

国道 2号線

石
が
階
段
に
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
周
囲
に
は
、
ク
ス
、
ケ
ヤ

キ
、
ャ
マ
モ
ミ
ジ
、
サ
ル
ス
ベ
リ

な
ど
十
一
種
百
本
の
樹
木
、
ヒ
ラ

ド
ツ
ツ
ジ
九
百
八
十
株
、
サ
ツ
キ

千
百
八
十
株
が
植
え
ら
れ
る
ほ
か
、

サ
ザ
ン
カ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど

六
種
類
の
木
を
一
カ
所
に
植
え
込

ん
だ
大
刈
込
み
が
造
ら
れ
、
四
季

折
り
折
り
に
来
園
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
す
。

船
場
川
整
美
を

--" 

立
よ
び
か
け
な
ど
で
す
。
こ
の
う

ち
堤
防
整
備
と
遊
歩
道
建
設
は
、

す
で
に
二
年
前
か
ら
事
業
に
着
手

し
、
一
部
分
の
工
事
が
終
了
し
て

船
場
川
は
、
市
内
保
城
の
市
川
い
ま
す
。
工
事
が
終
了
し
て
い
る

樋
門
か
ら
、
姫
路
城
の
西
を
流
れ
の
は
、
姫
路
城
の
真
西
に
あ
た
り

で
飾
磨
へ
注
ぐ
全
長
十
二
キ
ロ
の
船
場
川
と
中
堀
が
並
行
す
る
清
水

河
川
。
江
戸
時
代
に
、
四
代
城
主
橋
1
白
鷺
橋
聞
の
七
百
五
十
同
一
川
。

本
多
忠
政
の
手
で
改
修
工
事
が
行
同
区
聞
は
、
整
美
計
画
の
「
歴
史

な
わ
れ
、
城
下
と
飾
磨
港
を
結
ぶ
を
歩
む
川
」
ゾ
l
ン
に
あ
た
り
、
城

水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
、
姫
路
発
郭
公
園
の

一
角
と
し
て
整
備
さ
れ

展
の
礎
と
な
っ
た
歴
史
の
川
で
す
。
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
由
緒
あ
る
こ
の
川
も
遊
歩
道
は
、
船
場
川
堤
防
を
石

都
市
化
の
波
で
、
次
第
に
昔
の
お
積
み
強
化
し
て
盛
土
し
た
も
の
で

も
か
げ
が
う
す
れ
、
ゴ
ミ
と
汚
水
幅
三
1
六
M
叫
西
に
船
場
川
の
流

の
排
水
路
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
れ
、
東
に
姫
路
城
の
内
堀
と
土
塁

そ
こ
で
、
市
は
県
と
協
力
し
船
を
な
が
め
な
が
ら
散
索
で
き
る
歩

場
川
の
清
流
を
取
り
戻
し
、
市
民
道
が
ね
ら
い
で
、
各
所
に
ベ
ン
チ

の
川
に
す
る
船
場
川
環
境
整
美
総
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て

合
計
画
を
た
て
今
年
か
ら
五
カ
年
い
ま
す
。
ま
た
、
中
堀
を
利
用
し

で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
て
九
カ
所
に
花
し
よ
う
ぶ
園
(
四

事
業
は
、
①
川

の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
河
川
改

修
②
堤
防
整
備
と

遊
歩
道
、
自
転
車

道
、
公
園
、
緑
地

の
建
設
③
河
床
の

し
ゅ
ん
せ
つ
や
周

辺
の
美
化
推
進
④

流
域
九
自
治
会
な

ど
に
よ
る
「
河
川

愛
護
団
体
」
の
設

五
カ
年
事
業
で

歴
史
と
自
然
の
探
訪
が
で
き
る
船
場
川
遊
歩
道

千
株
)
を
設
け
て
歩
道
に
色
ど
り

を
そ
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
計
画
で
は
、
今
後
五
年

間
に
清
水
橋
1
白
鷺
橋
聞
で
は
、

遊
歩
道
を
中
心
に
、
白
鷺
橋
緑
地
、

清
水
門
公
園
、
市
の
橋
公
園
を
建

設
し
、
姫
路
城
公
園
愛
備
と
並
行

さ
せ
て
文
字
通
り
名
城
公
園
の
一

角
を
構
成
し
ま
す
。

城
郭
公
園
を
お
祭
り

広
場
に
活
用
し
た
い

姫
路
生
ま
れ
の
姫
路
育
ち
の
私

に
と
っ
て
お
城
は
、
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
で
す
。

A
7
も
毎
日
と
い
っ
て

い
い
程
お
城
の
周
辺
へ
子
供
を
連

れ
て
散
歩
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

姫
路
城
裏
の
原
始
林
ゃ
、
西
の
船

場
川
の
あ
た
り
は
、
ピ
ル
の
谷
間

に
住
ん
で
る
私
に
と
っ
て
は
、
や

す
ら
ぎ
の
場
で
す
。
今
度
お
城
周

辺
が
公
固
化
さ
れ
、
天
下
の
名
城

に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
一
の
城
郭
公

園
に
な
る
と
聞
い
て
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
公
園
が
完
成
す
れ
ば

各
種
の
行
事
や
お
祭
り
を
行
な
う

市
民
の
お
祭
り
広
場
と
し
て
活
用

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

水野千恵子さん
新身町・主婦

(30歳) 城郭公園として着々整備が進む姫路公園(姫山住宅跡地)

子らの健育で築く郷土の明日青少年健育運動②CIT 

青
少
年
健
育
運
動
の
五
十
五
生
皮
の
予
算
案

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
重
点
は
、
施
設
手
つ

く
り
と
運
動
振
興
企
王
立
て
。
ま
ず
、
主
な

施
設
つ
く
り
か
ら
招
芥
し
ま
し
ょ
う
。

一地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
〉五
十
五
年
度
か
ら
、

市
内
八
地
区
に
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

ま
す
。
第
一
年
度
の
五
十
五
年
度
は
、
飾
磨
と

広
畑
に
建
設
を
予
定
。
ま
た
、
網
干
と
東
の
両

市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
併
設
す
る
計
画
で
、
設
計

を
行
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
平
均
規
模
は
、

鉄
筋
二
階
建
て
、
約
三
百
半
方
針
余
り
。
一
階
に
は

遊
戯
室
、
二
階
に
は
学
習
室
と
図
室
霊
会
牢
ν
ま
す
。

な
お
、
飾
磨
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
十
五

M
・六

コ
l
ス
の
温
水
プ
l
ル
の
併
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈野
外
活
動
施
設
〉
そ
う
め
ん
滝
キ
ャ
ン
プ
場
の
建

設
が
中
心
。
そ
う
め
ん
滝
近
く
の
六
千
二
百
平
方
討

を
造
成
し
、
二
百
人
を
収
容
で
き
る
五
十
カ
所
の
テ

ン
ト
サ
イ
ト
な
ど
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
太
尾
・
山

飾
磨
二
自
主
重
セ
ン
タ
ー

広
畑

l
Iノ
言
一

4

回
な
ど
の
既
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
昨
年
開
設
し
た
少

年
自
然
の
家
の
活
用
と
利
用
増
進
に
も
努
め
ま
す
。

〈校
区
健
育
施
設
〉
桂
陸
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、

A
7

ま
ほ
ま
で
に
、
十
八
校
に
建
設
し
ま
し
た
。
五
十
五

年
度
に
は
、
さ
ら
に
八
小
学
校
に
建
設
を
予
定
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

l
ム
は
、
建
設
済
み
十
校
に

加
え
て
、
奇
内
・
大
塩
・
八
幡
の
三
小
学
校
に
建
設

次
に
健
室
動
振
興
の
予
算
案
。

(一堂
呈
・
幼
稚

園
児
保
育
事
業
〉
現
在
、
二
十
の
小
学
校
で
実
施
中
。

来
年
度
は
、
こ
れ
を
三
十
七
小
学
校
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
児
の
カ
ギ
ッ
子
保
育
も
五
園
で
新

設
し
ま
す
。
〈
運
動
体
制
の
強
化
事
業
〉
作
年
発
足

し
た
健
育
連
盟
を
中
心
に
、
地
域
愛
護
育
成
会
、
青

少
年
健
育
歪
貝
会
の
活
動
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、

小
・
出
品
字
生
の
合
同
の
余
暇
活
動
を
進
め
る
た
め
、

小
手
健
育
団
の
創
設
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
の
校
外
生
徒
指
導
や
街
頭
補

導
に
も
、
力
を
入
れ
ま
す
。

姫路市青少年健育連盟
姫路市豆腐町364
ft23-1101 
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りめざして心豊かな地域社会づく

市
が
建
設
し
て
い
た
花
の
北
市
民
広
場
、
飾
磨
・
安
室
両
市
民
セ
ン
タ
ー
が
、

ま
も
な
く
完
成
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
既
設
の
城
乾
・
西
両
市
民
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
市
民
の

文
化
・
教
養
を
高
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
ま
た
、
市
は

施
設
の
運
営
管
理
を
、
財
団
法
人
姫
路
市
費
設
利
用
指
進
協
会
に
委
託
し
、
運

営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
も
同
時
に
開
設
し
ま
す
。

き
る
五
百
人
収
容
の
大
ホ
l
ル
と

リ
ハ
ー
サ
ル
の
で
き
る
音
楽
教
室

(
百
人
収
容
)
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
コ
-ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
l
ル

は
、
集
会
、
研
修
活
動
な
ど
に
利

用
で
き
る
中
ホ
ー
ル
(
八
十
人
収

北
部
副
都
心
の
核
で
あ
り
、
市
ン
ト
ス
ク
エ
ア
、
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
容
)
と
小
ホ
l
ル
(
五
十
人
収
容
)

民
交
流
の
拠
点
で
あ
る
花
の
北
市
プ
ラ
ザ
、
大
ホ
ー
ル
、
コ
ミ
ユ
ニ
を
は
じ
め
、
料
理
教
室
、
美
術
工

民
広
場
が
、
四
月
二
十
三
日
に
完
テ
ィ
モ
l
ル
、
体
育
館
な
ど
が
設
芸
室
、
子
供
コ
ー
ナ
ー
、
読
書
室
、

成
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
け
ら
れ
、
総
事
業
費
は
約
十
八
億
展
示
室
、
会
議
室
、
和
室
な
ど
を

花
の
北
市
民
広
場
は
、

一
昨

年

三

千

万

円

で

す

。

備

え

た

多

目

的

施

設

に

な

っ

て

お

十
月
か
ら
工
事
に
か
か
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
ス
ク
エ
ア
は
、

一
千
り
、
各
種
の
講
座
も
聞
き
ま
す
。

も
の
で
、
親
和
連
帯
の
コ
ミ
ユ
ニ
四
百
平
方
針
の
広
さ
を
も
つ
お
祭
ま
た
、
市
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、

テ
ィ
を
形
成
し
、
心
通
う
地
域
社
り
広
場
で
す
。
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
プ
モ
ー
ル
の

一
角
に
花
北
サ
ー
ビ
ス

会
の
実
現
を
め
ざ
す
複
合
的
な
施
ラ
ザ
は
、
市
民
が
語
り
合
い
、
憩
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
戸
籍

・
住
民

設

で

す

。

う

こ

と

が

で

き

る

七

百

平

方

肘

の

票

な

ど

の

窓

口

業

務

を

行

う

こ

と

同
施
設
は
、

敷
地
面
積
一
万
一
広
場
で
す
。
こ
の
広
場
の
一
角
に
に
し
て
い
ま
す
。

千
百
五
十
平
方
M
州
、
建
築
面
積
六
は
、
軽
食
、
喫
茶
な
ど
の
利
便
施
そ
の
ほ
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

千
二
百
四
十
九
平
方
M
州
、
延
床
面
設
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
演
芸
、
l
ト
二
面
、
体
力
室
、
健
康
サ
ウ

積
八
千
九
十
七
平
方

MM川
で
、
イ
ベ
演
劇
、
音
楽
会
な
ど
の
催
し
が
で
ナ
を
備
.
え
え
た
体
育
館
や
、
屋
外
駐

、、.22-''ssi一it，i
，t
，t
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，i32t
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i
3
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，t
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宮
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…
去
る
歪
二百育月円
ニ
十

六

日

、

財

団

法

、

I
ニ
し
ま
す
。
発
足
の
ね
ら
い
は
、
経
…

…
寸
人
姫
路
需
市
施
警
試
設
託
利
自
用
増
遺
進
協
会
が
パ
一
的
資
の
合
理
化
を
は
か
り
行
政
の
ム
…

一
発
足
し
ま
し
た
。

h
b
タ

手

ダ

を

省

く

一
方
、
役
所
サ
イ
ド
に
…

旧

1

4

/

品、五

…
同
協
会
は
市
の
委
託
を
受
け
花
、
点
、
ノ
カ
な
り
が
ち
な
セ
ン
タ
ー
活
動
に
、
…

一
北
広
場
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
運
営

b
h
セ
斗
ス
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
こ
と
に
あ
り
…

川
叶
民

A
P

…
管
理
す
る
財
白
法
人
。
理

事

長

は

持

団

市

カ

肋

ま

す

。

こ

の

協

会

の

誕

生

で

、

セ

…

…
吉
田
市
長
で
市
議
会
の
正
・
副
議
遥
庄
・
十
l

ン
タ

l
の
各
種
講
座
の
内
容
や
催

一
長
ら
十
一一一
人

の

理

事

置

か

れ

ま

軍

申

場

進

し

が

多

彩

に

な

る

と

期

待

さ

れ

て

…

…
す
。
協
会
の
業
務
は
こ
れ
ら
施
設
ハ
リ
広
酋
目
、
ま
す
ー
ま
た
、
協
会
職
員
の
指
一

'寸堅

t
L
l止
し

-!

…

の

運

営

管

望

行

な

う

ほ

か

崎

引

用

事

研

修

を

行

な

い

各

施

設

の

効

…

一

文

化

教

養

講

座

や

ス

ポ

ー

ツ

教

室

市

川

リ

率

運

営

に

カ

を

川

ぎ

ま

す

。

…

一
な
ど
の
各
種
講
座
長
画
、
開
講

i
q
F

不

…

寸
i
i
j
j
i
i
」一

定
期
講
座
を
開
く

四
月
末
オ
ー
ブ
ン

大
ホ
l
ル
、
体
育
館
も

密室沼窟~

仕上げ、工事を急ぐ安室市民センター

議場 l室くを慣
-しでで、る高動市
f-ま、、 I成ためをは
iすそ五乾め、活
了 。れ月、、豊発地

ぞか西四かに域
れらの月なしの
各花各か 地 コ
紐の市う域文ミ
諦北民主i~ 学化ユ
出市セ磨主主 ・ニ
を民ン、を教テ
聞広タ安つ養イ

広
場
が
市
役
所
市
民
活
動
部
)

で
行
い
ま
す
。
講
座
内
容
は
別

表
の
と
お
り
。

数

事1.2・3火限日)

(毎週土眼目)

(毎週水限日)

(毎週水眼目)

(毎週土限日)

(毎週金眼目)

(第1・2火曜日)

(毎週木限目)

{第1・3火曜町

{毎週火曜町

[毎週土脇町

第1.2・3木関日)

算1.2・3火曜日)

t第1.3金理日)
{第2.4大限日)

{毎週金

事1・2・3ペp-a[日)
事1・2・3土眼目)

{毎週 !日)

{毎週水眼目)

{第1・3:til1li日)
{第1・3水胞日)

i祝 のに記
言賀マと行念市
言パ四おいしは
言レ月りまで
~二。す、花

Eド十 。祝北
量(三 行賀広
言白日 事行場
i衛( 日亨の
言隊水 程主竣
品) は盛工
i交 11 次突を
~ tt 
量勺

i守
i芙
号ホ

i )レ

i雲
;塑
E記
E念

言古E
i空
i i) 
i芙
量ホ

言毘 U ト(ル
言 虫市 三 中、て
i -民日ホ→rs 鳥博 ~Iご l 奏
類士↓ル会

雪 展ノj、
言 (林 こ な和
言 展平十ど室
言 示 一 七マて
三 室さ日四

i )aEE震

差
点
1
花
北
広
場
)
、

ッ
ト
(
正
面
入
ロ
ミ

テ
ー
プ
カ

式
典
・
こ

(
和
室
)
、
筆
展
(
中
ホ
l
ル
)

な
ど
マ
四
月
二
十
四
日

(木

)
H

花
北
広
場
藩
成
祝
賀
行
事

車
場
(
八
十
八
台
収
容
)
、
屋
内

駐
車
場
(
四
十
台
収
容
)
、
自
転

車
置
場
(
二
百
五
十
台
収
容
)
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
場
の
南
側
に
は
モ
ニ
ユ
メ
ン

ト
が
完
成
し
、
同
広
場
の
ン
ン
ボ

ル
と
し
て
市
民
の
白
を
ひ
き
つ
け

て
い
ま
す
。
こ
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

は
、
高
さ
十
五
M
、
鉄
骨
組
み
ス

テ
ン
レ
ス
張
り
の
三
角
柱
の
形
を

し
て
い
ま
す
。
作
品
は

一
般
募
集

し
た
も
の
で
、
岡
山
市
の
神
塚
昭

雄
さ
ん
と
神
戸
市
の
加
藤
恒
郎
さ

ん
の
作
品
に
、
画
家
の
小
野
田
実

さ
ん
と
彫
刻
家
の
高
橋
忠
雄
さ
ん

が
手
を
加
え
て
出
来
上
り
ま
し
た
。

な
お
、
花
北
広
場
の
開
館
時
聞

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
ま

で
で
、
利
用
申
込
み
は
市
民
活
動

部
へ
。
使
用
料
は
別
表
の
と
お
り
。

花北広場施設使用料
午前 午後 夜間 全日

区 分 心19時~附 l時ー 附 6時~.1M 9時~
正午まで 円.15日キ 附10時 問10時

大ホール ~平土・日及び休日日 5，∞o円 8，∞o円10，∞0円20，∞D円l6，∞o 10，∞o 12，∞D 25，∞D 
音 楽 教 室 1，500 2，ω。2，000 5，500 
第 1 楽 屋 日0 500 500 1，500 
第 2 楽 屋 200 200 200 ωo 

1，400 1. 900 1，900 5，200 
展示 土日及び休日 1，ωD 2，200 2，200 6，∞o 
中 ホ Jレ L旬。 2，∞o 2，∞o 5，500 
ホ Jレ 800 1. 100 1，100 3，∞o 

ぷ同〉、 Z北 室 400 切0 500 1，400 
第 1 和 室 200 300 300 800 
第 2 和 室 200 300 300 800 
第 3 手口 室 300 400 400 1，100 
第 4 和 室 700 900 ωo 2，500 
被 ~11 教 室 800 1. 100 1，100 3，∞o 
美術工芸教室 700 900 900 2，500 
料 E里 教 室 1，∞o 1，300 1，300 3，ωo 
茶 室 問。 700 700 1，叩O
陶 τ+ zz 炉 室 200 300 300 800 

市
の
北
部
の
拠
点
と
な
る
花
の
北
市
民
広
場

臨調

屋書
巴;夫
畠 A
雪国
?雪も
主隣
青接

市
南
部
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
五
十
三
年
十
月
か
ら
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
、
飾
磨
市
民
セ

ン
タ
ー
が
三
月
三
干
日
飾
磨
区
恵

，平で鉄美
方、筋酒
tf延コに
でベン完
、床ク成
こ面リし
れ積 l ま
まはトす
で、約造
のこり建
地千五物

l 山電飾磨駅北にモダンな姿を見せた飾磨市民センタ 区九階は
L_ーー一ーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーー一ー______...J市 百建

u
p
・
中
央
市
民
セ
ン
タ

ヨ」
H

H

l

は
、
消
費
生
活
セ

閤
開
ン
タ
ー
が
新
庁
舎
へ

円
口
移
転
し
た
あ
と
、
回

初

月

一
一
干
日
に
開
設
し

2
1
ま
す
。

』
生
同
セ
ン
タ
ー
は
、

園

B
E
E
二
階
に
会
議
室
二
、

間
陸
艇
脂

和
室
二
、
管
理
事
務

室、

三
階
に
中
ホ
l
ル
、
倉
庫
を

設
け
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。
利
用
申
込
み

は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
な
お
、
一
階

に
市
役
所
中
央
支
所
を
併
設
し
、

戸
籍

・
住
民
重
宝
ど
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。

広
畑
、
網
干
吋
ン
タ
唄

7
月
、
日
月
に
着
工
ヘ

市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
場
と
し
て
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

を
市
内
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
設
置

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
市
民
会
館

西
、
花
の
北
市
民
広
場
、
飾
磨
の

四
市
民
セ
ン
タ
ー
と
、
補
助
市
民

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
中
央

・
城
乾

・
安
室
市
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

て
い
ま
す
。
残
る
四
市
民
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
網
干
、
広
畑
、
灘
、

東
部
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
今
年
七
月
に
は
、
広
畑
市
民

セ
ン
タ
ー
が
、
十
月
に
網
干
市
民

セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
工
事

を
開
始
し
ま
す
。
両
市
民
セ
ン
タ

ー
の
完
成
は
、
広
畑
が
五
十
六
年

七
月
、
網
干
が
五
十
七
年
二
月
の

予
定
で
す
。
ま
た
東
部
市
民
セ
ン

タ
ー
も
、
五
十
六
年
度
に
建
設
を

開
始
す
る
計
画
で
す
。

民
セ
ン
タ
ー
の
中
で
は
最
大
規
模

の
も
の
で
す
。

主
な
設
備
は
、
講
演
会
、
地
域

の
行
事
に
使
用
で
き
る
五
百
人
収

容
の
大
ホ
l
ル
や
百
人
収
容
の
中

ホ
l
ル
、
文
化
教
養
講
座
の
聞
け

る
料
理
教
室

一
、
茶
華
道
教
室
二
、

和
室
二
、
展
示
室

一
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
会
合
、
談
話
の
で
き

る
会
議
室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
、
市
民
ロ
ビ
ー
な
ど
が
備
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
ホ
ー

ル
は
、
パ
レ
l
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
な
ど
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
運
動
に
も
利
用
可
能
な
屋
内
運

動
場
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

付
属
設
備
に
は
約
五
十
台
収
容
の

駐
車
場
、
前
庭
に
は
池
や
噴
水
、

植
栽
も
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
北
側
に
は
、
約

一
千
二
百
平
方
討
の
鳩
岡
児
童
公

園
が
造
成
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
中
心
施
設
に
ふ
さ
わ
し
く
、

周
辺
の
環
境
に
も
よ
く
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
部

屋
を
利
用
し
て
茶
・
華
道
・
民
謡

な
ど
二
十
四
種
類
の
講
座
を
聞
き

ま
す
。
開
館
時
聞
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で
、
施
設
の
利
用

申
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け

ま
す
。

どで変更



a a ，，:， 

市
二
百
五
十
円
(
子
ど
も
文
庫
は
月

日
百
円
、
剣
道
は
月
六
百
円
)
。
た
だ

枯
し
、
花
北
広
場
の
み
一
回
五
百
円

市
で
す
。
な
お
入
会
金
は
不
要
で
す

町
、
が
、
材
料
費
は
各
自
負
担
し
て
い

日
た
だ
き
ま
す
。
申
込
み
受
付
は
各

日
施
設
(
四
月
ま
で
は
飾
磨
市
民
七

円
ン
タ
l
が
飾
磨
支
所
・
妻
鹿
連
絡

問
所
、
安
室
市
民
セ
ン
タ
ー
、
花
北

で
受
付
け
ま
す
。
ま
た
、
同
セ
ン

タ
ー
の
一
角
に
は
、
四
月
三
十
日
、

一
和
室
、

三
十
五
人
収
容
の
第
二
安
室
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

和
室
と
五
つ
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

て

い

ま

す

。

模

写

電

送

に

よ

る

住

民

票

や

戸

籍

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
の
騰
抄
本
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
交

部
屋
を
利
用
し
て
茶
華
道
。
着
付
、
付
と
い
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
か
ら

手
芸
、
書
道
、
陶
芸
、
料
理
な
ど
国
民
年
金
手
帳
、
就
学
通
知
証
明

各
種
講
座
を
聞
き
ま
す
。
ま
た
白
書
交
付
、
埋
火
葬
許
可
蓄
の
発
行

治
会
や
各
種
団
体
に
よ
る
多
彩
な
な
ど
も
取
扱
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

行
事
の
場
と
し
て
も
各
部
屋
が
利
に
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ユ

用
で
き
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
行
政
サ
l
ピ

九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
各
部
ス
機
関
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し

屋
の
利
用
申
込
み
は
問
セ
ン
タ
ー
で
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

E器

言、喜

善露
呈に
詩併
け設

四
月
一一百
、
田
寺
に
安
室
市
民

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
安
室
一
中
学
校
屋

内
運
動
場
の

一
階
に
開
設
さ
れ
、

広
さ
は
約
八
百
平
方
M
叫

学
校
の

屋
内
運
動
場
に
市
民
セ
ン
タ
ー
が

併
設
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
誕
生
し

た
城
乾
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
で

二
番
目
。
利
用
施
設
と
し
て
は
、

五
十
人
収
容
の
会
議
室
、
三
十
人

収
容
の
普
通
教
室
、
三
十
人
収
容

の
料
理
教
室
、
三
十
人
収
容
の
第

開設を間近にひかえ、

⑧ ⑧ ⑨ ⑮ @ 
花の北市民広場 飾磨市民センタi

E毒 座 名 回 数 i誇 座 名 回

料 E盟 月4回(毎週木曜日) 池 士方 月3回(

茶 道 ( 2講座) 月4回(毎週月 ・金曜日) 芸書道 原 流 月4回

聖書 道 ( 2講座) 月4回(毎週火・木曜日) 未生流(J奄家) 月4回

民 言書 舞 踊 月4回(毎週水曜日) 表 千 家 月4回

等 曲 ニ弦 月4回(毎週木曜日)
茶道

裏 千 家 月4回

園 コさE士 月4回(毎週月曜日) 主主 内 i荒 月4回

染 色 月4回(毎週火曜日) 小笠原流 月2回

フラワーデザイン 月4回(毎週土曜日) 着 付 と 作法 月4回

刺 し 子 手口 裁 月4回(毎週金曜日) 料 理 月2回

F旬 τ+ z 月4回 手口 裁 月4回

香 道 ( 2講座) 月3回(毎週月・火-金曜日) フラワーデザイン 月4回

着 付 ( 2講座) 月4回(毎週火 ・金曜日) 手芸ししゅう 戸士家式 月3@](

作 法 月4回(毎週水曜日) アートフ 7 ワー 月3回(

手 コ+E 月4回(毎週金曜日)
舎道

漠 { 子 月2回

民 謡 月4回(毎週水曜日) イ反 名 月2回

詩 吟(賀堂 Y 月4回

安室市民センター
謡曲

{ 玉 生 おILI月3回(
観 世 it 月3回(

議 座 名 回 数
民謡

つ た 〆月4回

奇基 道(未生流) 月2回(第1・3金眼目) あ、 ど り 月4回
ヲ/七、 道(表千家) 月2回(第2.4金曜日)

おどり
お ど り!、月2回

着t 付 (作法) 月2回(第2・4金曜日) 一般園芸と盆栽 月2回

料 E盟 月l回(第2金眼目)

|ちぎり絵 月l回(第2土曜日)
手 古=1フェルト手芸 月2回(第1・3木曜日)
舎 道 月2回(第2・4水曜日)

F勾 + コー'" 月2回(第1・3土曜日) i茸 座 名 回

詩 吟(織楠流) 月2回(第1・3火曜日) 手 :? ・ 月2回
一般園芸と盆栽 月2明(第1・3金曜日) 料 E里 月2回

民 謡 お ど り 月2回(第2・4金曜日) 俳 句 月l回

郷 土 史 月l回(第2水曜日) 華道 |池 坊月 4回
子ども文庫(読舎指導) 月4回(毎週土曜日) L中12を高会L 月4回

詩 吟 月4回

城乾市民センター 着 付 |京 都 系 u月4回
|東 京 小マヲ 月4回

E存 座 名 回 量生 茶 道 月4回

華 道 (嵯峨御流) 月4回(毎週水曜日) ヨ口聖 道 月2回.

茶 道(裏千家) 月4回(毎週木曜日) 民 謡 月3回

者f {寸 月4回(毎週金曜日) 民 謡 お、 ど り 月2回

作法 (現代マナー) 月4回(毎週水曜日) 日常のマナー 月4回

月口定 道 月2回(第1・3火眼目) 囲 碁 月2回

料 E里 月2図(第1・2木眼目) 子 ど も 文庫 月4回

俳 句 月l回(第3日眼目) 告。 道 月4回

園 せコE士 月l回( 土曜日)
※講座の日程は講師の都合唱

子ども文庫(読舎指導) 月4回(毎週木限日)
することがあります。

ア ー トフフワー 月2回(第2・4金曜日)

発行
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A
7
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
姫

路
市
に
も
国
民
健
康
保
険
が
で

き
た
時
の
事
で
す
。
腸
の
具
合

が
悪
く
で
時
々
腹
痛
を
お
こ
す

信じるものは

すくわれる

由
山
叩
者
さ
ん
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

「先
生
、
今
度
保
険
が
で
き
た

ん
だ
け
ど
、
保
険
で
や
っ
た
ら

悪
い
薬
を
使
う
の
と
違
い
ま
す

か
」
と
い
う
の
で
「
い
や
そ
ん

な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え

た
と
こ
ろ

「そ
れ
じ
ゃ
、
保
険

を
使
わ
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と

喜
こ
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
数
日
た
っ
て
又
来
院
さ

れ
た
時
に
「
先
生
、
あ
ん
な
-
7

ま
い
こ
と
い
っ
た
け
ど
、
保
険

の
薬
は
や
っ
ぱ
り
効
か
な
ん
だ

保
険
無
し
に
し
て
く
れ
」
と
い

っ
て
古
川
い
料
金
を
弘
っ
て
閉
じ

薬
を
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
そ

し
て
数
日
、
三
度
、
び
来
院
さ
れ

た
時
に
「
や
っ
ぱ
り
保
険
無
し

の
薬
は
、
よ
く
効
き
ま
す
わ
」

と
い
わ
れ
て
弱
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

昔
、
満
州
(
中
国
北
東
部
)

で
は
、
日
本
の
歯
磨
粉
が
カ
ゼ

や
腹
痛
に
よ
く
効
い
た
と
聞
か

さ
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
皆
さ

ん
、
門
分
の
主
治
医
を
信
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
苦

痛
も
楽
に
な
り
病
気
も
早
く
治

り
ま
す
よ
。

京
口
団
地
伊
伝
居
清
水
町
(
以

上
町
自
治
会
)

〔
努
力
賞
〕
船
場

峰

相

官

向

浜

勝

原

花

田

御

国

野

四

郷

谷

外

豊

富

(

以

上
地
区
連
合
自
治
会
)
乙
保
城

野
里
書
写
台
三
丁
目
広
畑
区

吾
妻
町
問
中
河
原
大
津
区
天

神

西

花

田

町

勅

旨

御

国

野

町
御
国
野
宿
舎

同
西
御
着
(
以

上
町
自
治
会
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
表
彰

城
東
地
区
な
ど
特
別
賞
に

こ
の
ほ
ど
、
五
十
四
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
優
秀
団
体
と
し

て
二
十
地
区
連
合
自
治
会
、
十
五

町
自
治
会
が
市
長
表
彰
(写
真
)を

受
け
ま
し
た
。
優
秀
団
体
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。

〔
特
別
賞
〕
城
東
、
城
北
、
広
畑
、

妻
鹿
(
以
上
地
区
連
合
自
治
会
)

網
干
区
大
江
島
同
新
在
家
(
以

上
町
自
治
会
)

〔
最
優
秀
賞
〕
広
畑
第
二

(
地
区

連
合
自
治
会
)
甲
保
城
網
干
区

余
子
浜
(
以
上
町
自
治
会
)

寝
秀
賞
〕
城
南
水
上
旭
陽

船
津
(
以
上
地
区
連
合
自
治
会
)

安
室

荒
川

ま
主ち
丈美

日程
認良
1k表
白彰

こ
の
ほ
ど
姫
路
の
ま
ち
を
美
し
自
治
会
の
部
H
構

上

砥

堀

く
す
る
運
動
協
議
会
は
、
活
発
な
野
里
月
正
町
上
野
西
夢
前
五

美
化
運
動
を
さ
れ
て
い
る
方
や
同
丁
目
神
屋
町
四
丁
自
市
川
台

体
安
芸
彰
し
ま
し
た
。
被
表
彰
者
・
二
丁
目
天
神
町
西
庄
田
伊

団
体
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)
伝
居
清
水
町
南
八
代
町
書
写

個
人
の
部
』
J
L

花
美
子
(
飾
磨
台
三
丁
目
県
住
見
野
船
橋

区
西
細
江
)
山
口
準
一
(
八
代
)
町
東
飯
田
各
自
治
会

団
体
の
部

Hhu旅
山

環

境

保

全

'

‘

同
好
会
、
あ
か
し
ゃ
会
城
南
公

M
E
E
-
-
-
E
E
a
n

園

愛

護

会

大

塩

町

老

人

会

石

、

，

ケ
岬
子
供
会
広
畑
経
済
同
友
会
変
更
巡
回
交
通
事
故
相
談
の

倫
理
研
究
所
守
一正
佼
成
会
姫
路
会
場
が
四
月
十
五
日
か
ら
飾
磨
市

教
会
妻
鹿
衛
生
委
員
連
合
会
民
セ
ン
タ
ー
に
。
行
政
相
談
の
開

天
理
教
南
支
部
姫
路
ス
カ
ウ
ト
催
日
が
四
月
二
日
か
ら
毎
週
第
一
・

連

合

会

第

三

水

曜

日

に

変

わ

り

ま

す

。
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市

指
惟
い
医
療

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給
資

格
H
①
市
内
に
在
住
し
、
日
年
4

月
に
大
山
一
子
(
短
大
を
除
く
)
入
学
予

定
者
②
臼
年
4
月
以
降
に
母
子
家

庭
と
な
っ
た
人
(
他
の
制
度
に
よ

る
奨
学
金
受
給
者
は
除
く
)
対
象

人
員
U

叩
人
申
込
み
U
在
学
証

明
書
、
民
生
児
童
委
員
発
行
の
母

子
家
庭
証
明
書
、
保
護
者
と
対
象

学
生
の
臼
年
度
中
の
所
得
証
明
書

を
そ
ろ
え
、
印
鑑
を
持
っ
て
4
月

犯
日
ま
で
に
児
童
課
へ
。

交
通
遺
児
奨
学
金
支
給
資
格

H
①
市
内
に
在
住
し
、
日
年
4
月

に
高
校
、
高
専
に
入
学
す
る
交
通

遺
児
(
父
、
母
が
死
亡
)
②
臼
年

以
降
に
交
通
遺
児
に
な
っ
た
人

支
給
額
H
角
額
三
千
円
支
給
人

員

H
m人
申
込
み
リ
住
民
票
、

在
学
証
明
書
、
保
護
者
と
対
象
遺

児
の
臼
年
度
中
の
所
得
証
明
書
を

そ
ろ
え
、
印
鑑
を
持
っ
て
4
月
お

日
ま
で
に
児
童
諜
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
が
変
更
四

月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
1

カ
月
3
千
7
7
0
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
の

増
加
と
物
価
上
昇
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
増
額
す
る
も
の
で
す
。
な
お

付
加
年
金
は
、
前
記
保
険
料
に
4

0
0
円
を
加
え
た
額
に
な
り
ま
す

(
年
金
援
護
課
)

国
民
年
金

「
特
別
納
付
保
険
料
」

融
資
制
度
の
ご
利
用
を
国
民
年

金
「
特
別
納
付
」
の
対
象
者
で
納

付
に
必
要
な
資
金
が
無
い
方
に
、

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。
融
資
資

格

i
巾
内
に
在
住
の
特
別
納
付
資

格
者
、
融
資
額
H
H
印
万
円
以
内

利
率
・
償
還
期
間
リ
七
・
二
五
%

三
年
以
内
申
込
み
締
切
り
M
M
6

保
健
所
案
内
刊
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乳
児
相
談
リ
2
・
9
日
午
前
9

時
1
午
後
2
時
半
日
・
お
日
午

前
9
時
1
日
時
半
(
中
保
)
8
・

日
・
泣
日
午
前
9
時
1
日
時
半
(

南
支
所
)
4
・
日
・
日
・
お
日
午

前
9
時
1
日
時
半
(
西
保
)

一
般

健
康
相
談

H
3
・
8
-
m
・
日
-

u
・
2
・
M
臼
(
中
保
)
2
・
7

、7
A

性

n
b
'
A

『
u

n

o

〈

、

司

A

唱

i

n

L

n

L

q

L

民

お

月
比
日
申
込
先
』
年
金
援
護
課
、

融
資
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

4
月
の
日
曜
緊
急
医

6
日
マ

内
科
西
詰
医
院

1
主
山
⑫
0
0

九
二
宗
実
医
院
H
延
末
@
二

七
八
マ
内
科
・
小
児
科
近
藤

医
院
リ
御
立
⑮
七
七
二
四
来
栖

医
院
リ
広
畑
区
西
蒲
田
⑩
三
七
O

O

H
日
マ
内
科
八
幡
医
院
H

船
橋
町
ぬ
む
八

O
O
稲
葉
医
院

H
飾
磨
区
妻
鹿
⑬
一
二
O
七

マ

内
科
・
小
児
科
塚
本
医
院
U
田

幸
⑪
八
七
五
七
藤
本
医
院

iぬ

畑
区
西
夢
前
台
③
五
九
一

o
m

日
マ
内
科
沼
田
医
院
H
神
田
町

⑮
三
六
五
一
塩
住
医
院

1
白
浜

町
ぬ
む

O
六
五
マ
内
科
・
小
児

科

夏

山

医

院

品

る

八

O
六

暮

マ
ッ
ク
イ
ム
シ
の
航
空
防
除
に
協

力
を

マ
ッ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が

相
変
ら
ず
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
被
害
量
も
、
全
国
で

年
間
百
万
立
方
討
に
も
及
ん
で
い

ら

し

初
日
(
西
保
)
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
9
時
1
日
時
半
焼
婦
相
談

H
7
・
M
-
n
-
m日
午
後

1
時

1
2時
半
(
中
保
)
2
・
9
・
M

.
却
日
午
後
l
時
1

3時
(
西
保
)

結
核
担
談

U
7
・
H
・
a
-m日

(
中
保
)
U
-
m日
(
西
保
)
時

聞
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
l
u時

半
結
核
特
別
相
談

1
7
・
n日

午
前
9
時
1
日
時
半
日
・
お
日

午
後
1
時
1
2時
半
(
中
保
)
成

人
病
相
談

U
3
・
日
・
口

-
M日

板

が
体
内
か
ら
脱
出
L
て
傷
口
か
ら
国
鉄
で
は
、

3
月
初
日
か
ら
4
月

松
の
中
へ
侵
入
し
ま
す
。
線
虫
が

8
日
ま
で
全
国
的
に
鉄
道
妨
害
防

進
入
し
た
松
は
次
第
に
弱
り
、
ヵ
止
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
先
月
の

ミ
キ
リ
虫
の
産
卵
場
と
な
り
ま
す
。
京
阪
電
車
の
脱
線
事
故
が
証
明
す
か
し
の
き
園
・
し
ら
さ
ぎ
園
の

こ
の
よ
う
に
カ
ミ
キ
リ
と
線
虫
は
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
入
国
者
を
入
国
資
格
U
か
し
の

E
い
に
利
用
し
な
が
ら
繁
殖
し
て
か
ら
大
き
な
惨
事
を
招
き
ま
す
。
き
園
が
日
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者
、

い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
マ
ッ
ク
イ
い
た
ず
ら
ざ
か
り
の
子
ど
も
を
お
し
ら
さ
ぎ
園
が
日
歳
以
上
の
身
障

虫
を
退
除
す
る
に
は
、
カ
ミ
キ
リ
持
ち
の
方
を
は
じ
め
一
般
の
方
も
手
帳
所
持
者
で
、
い
ず
れ
も
1
人

の
飛
び
ま
わ
る
5
1
6
月
頃
へ

リ

次
の
点
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
で
通
園
し
て
、
授
産
可
能
な
人
。

コ
プ
タ
ー
に
よ
り
空
中
散
布
す
る
①
線
路
や
そ
の
周
辺
で
は
絶
対
に
募
集
人
員
U

い
ず
れ
も
若
干
名
。

の
が
最
も
効
果
的
で
す
。
今
年
も
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
②
線
路
敷
申
込
先
U
民
生
保
護
課
。

被
害
の
ひ
ど
い
山
を
対
象
に
空
中
地
内
を
通
行
し
な
い
③
レ
ー
ル
に
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室
の
参
加
者

散
布
を
実
施
し
ま
す
の
で
散
布
地
石
や
釘
を
絶
対
に
置
か
な
い
鐙
汽

を

対
象
止
歪
疑
婦
人
華
文

周
辺
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
車
や
電
車
に
石
を
投
げ
な
い
⑤
踏
数

H
m人
開
催
期
間

U
4月
7

し

ま

す

。

切

り

で

は

必

ら

ず

一

旦

停

止

⑤

踏

日

か

ら

日

年

3
月
ま
で

(
6
・
7

検
察
審
査
員
と
補
充
員
決
ま
る

切
り
で
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
時
月
を
除
く
毎
月
第
1
・3
月
曜
日
)

日
年
度
の
姫
路
検
察
審
査
会
の
検
や
、
遮
断
機
が
降
り
か
け
た
時
は
、
場
所
リ
ヒ
メ
ジ
ア
リ
ー
ナ
参
加

察
審
査
員
、
補
充
員
に
次
の
3
名

無

理

な

横

断

を

し

な

い

。

料

1
ク
ラ
ブ
会
費
1
千
円
と
受
講

の

方

が

選

ば

れ

ま

し

た

。

こ

れ

ら

料

1
回
に
つ
き
仰
円
申
込

U
4

の

委

員

は

、

犯

罪

事

件

に

つ

い

て

月

5
固
ま
で
に
ヒ
メ
ジ
ア
リ
ー
ナ

検

察

官

が

起

訴

し

な

か

っ

た

場

合

(

市

内

延

末

加

⑫

七

九

一
八
)
ま

そ

の

処

分

が

正

し

か

っ

た

か

ど

う

た

は

社

会

体

育

課

へ

。

か
を
審
査
し
た
り
、
検
察
庁
の
事

務
に
つ
い
て
建
議
、
勧
告
す
る
役

目
を
持
ち
、
有
権
者
の
中
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
(
敬
称
略
)

検
察
審
査
員
H
柳
井
明
子
北

平
野
町
補
充
員
H
A照
谷
博
文

飾
磨
区
今
在
家
高
馬
和
代
豊

富
町
御
蔭
。

山
火
事
に
ご
注
意
こ
れ
か
ら

春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が
乾
燥

ま
す
。
マ
ッ
ク
イ
ム
シ
は
、
し
山
火
事
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
。
ち

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
山
公
事
に

と
い
う
非
常
に
小
さ
な
線
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
次
の

虫
で
、
こ
れ
が
材
内
の
細
点
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

胞
を
破
壊
し
青
々
と
し
て
い
た
松
①
た
き
火
の
後
仕
末
は
完
全
に
②

を
、
赤
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

こ
の
材
線
虫
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
③
車
か
ら
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

カ
ミ
キ
リ
を
媒
体
と
し
て
伝
播
し
は
危
険
④
風
の
強
い
時
や
枯
草
の

ま
す
。
こ
の
カ
ミ
キ
リ
は
5
1
6

多
い
場
所
で
の
た
き
火
は
さ
け
る

月
頃
松
か
ら
松
へ
飛
び
ま
わ
り
松
⑤
山
す
そ
の
田
の
あ
ぜ
焼
き
は
特

の
小
枝
を
食
べ
ま
す
が
、
こ
の
時
に
要
注
意
。

カ
ミ
キ
リ
に
寄
生
し
て
い
た
線
虫
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
に
協
力
を

知

五
野
間
医
院

l
大
津
区
天
満
③

O
O八
六
幻
自
マ
内
科
崎
谷

医
院

1
太
市
命
。
一
三
一
楠
医

院

u八
宴
興
】
二
ニ
マ
内
科

・
小
児
科
滝
野
医
院

I
詐山
一⑪

O
八
四
O

浅
田
医
院
U
広
畑
区

小
坂
ぬ

6
0
一
六
泊
目
マ
内
科

湯
之
上
医
院
川
西
新
在
家
⑪
六
七

七
八
山
崎
医
院

1
八
家
ぬ
む
三

一
九
マ
内
科
・
小
児
科
U
鹿
間

医
院
H
花
影
町
⑫
六
一
一
面
七
岡

藤
医
院
U
広
畑
区
正
門
通
切
一
六

六
九夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
案
内
同

セ
ン
タ
ー
(
今
宿
命
む
二
九
)

は
年
中
無
休
。
診
療
時
間
は
午
後

9
時
か
ら
翌
朝
7
時
ま
で
。
診
療

科
目
は
内
科
と
小
児
科
で
す
。

このページは、暮らしの情報を

中心に編集しています。台所の壁

など、見やすいところにピンで止

めていただくと、便利に使えます。

なお、市役所へのお間合わせは

8⑫ 1 1 0 1番(代)へ。

午
後
1
時
1
2時
半
(
中
保
)
精

神
衛
生
相
談

H
n日
午
後
1
時
1

2
時
半
(
中
保
)
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
相
談
リ
日
日
午
後
1
時
1
2時

半

1
歳
6
カ
月
児
健
康
診
査
H

M
臼
(
中
保
)
日
日
(
南
支
所
)

お
日
(
西
保
)
時
聞
は
い
ず
れ
も

午
後
1
時
1
2時
半

3
歳
児
健

康
診
査

1
2
・
お
日
(
中
保
)
口

日
(
南
支
所

)
m
-
M日
(
西
保
)

時
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
1
2

時
半
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

H
8

ら

せ

日
午
前
9
時
半
1
日
時
半
(
中
保
・

西
保
)
B
・
C
-
G
接
種
リ
日
日

午
前

9
時
半

i
u時
半
(
中
保

・

西
保
)
結
核
患
者
家
族
検
診

H
8

・
叩
日
午
前
9
時
半

i
u時
半
(

中
保

・
西
保
)
肢
体
不
自
由
児
相

談

U
2日
(
中
保
)
8日
(
南
支

所
)
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

l
H時
半

母

親
掌
級

H
2
・
9

日
午
後
1
時
1
4時
半
(
西
保
)

催

新

豆
ロ
の
全
館
市
民
開
放
新

市
庁
舎
開
庁
に
先
が
け
、

4
月
四
・

四
日
の

2
日
間
午
前
日
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
新
市
庁
舎
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

会
場
で
は
韮
看
蜘
人
に
日
本
手
拭

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ
か
、
生
花
、

絵
画
展
の
ほ
か
茶
席
な
ど
を
設
け

ま
す
。
ま
た
当
日
、
駅
南
J
新
庁

舎
聞
に
無
料
バ
ス
会
運
転
し
ま
す
。

し

住

宅

公
庫
・

年
金
融
資
っ
き
分
譲
住

宅

V
唐
立
(
御
立
)
止
疑
っ
き

1
戸
建
4
戸

4
D
K

全
戸
ガ

レ
ー
ジ
付
敷
地
面
積

m
l
m平

方
肘
延
床
面
積
回

l
M平
方
針

価
格
H
1
千
羽
万
円
1
1千
姉

万
円
(
厚
生
年
金
融
資
問
万
円
付
)

V
青
山
年
ケ
森
ハ
イ
ツ
U

マ
ン
シ

ョ
ン

3
1
5
階
建
4
戸

4
D
K

延
床
面
積
バ
ル
コ
ニ
ー
含
め

η
平

方

計

価

格
H

即
万
円
(
住
宅
公

奪り全国交通室会嘉敷

と交通安全は我が家からと

新入学児を事故から守ろう

4月6日-15日

庫
融
資

m
l
m万
円
付
)

V
問
合

せ

1
播
磨
地
方
住
宅
協
会

(
⑮
一
七
一
七
)

募

集

余
暇
情
報

桜
だ
よ
り
・
:
い
ず
れ
も
3
月
下

旬
か
ら
4
月
中
旬
が
貝
ご
ろ
。

O
姫
路
城
と
姫
山
公
園
H
約
捌
本

O
書
写
山
円
教
寺
参
道
U
約
問
本

O
広
峰
神
社
参
道
U
約
制
本

O
名
古
山
霊
苑
U
約
日
本

聞
紙
袋
は
ど
こ
で
買
え
ま

す
か
。
ま
た
市
販
の
袋
以
外
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
紙
袋
は
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
、
八
百
屋
、
米
屋
な
ど
四

百
庖
で
、

一
枚
目
円
前
後
で
販

売
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
ナ
イ

ロ
ン
、
ポ
リ
袋
に
く

ら

べ

て

割

高

に

な

り

い

ま
す
が
、
ご
協
力
を
一
ニ

お
願
い
し
ま
す
。
ま

1
J

た
販
売
庖
が
わ
か
ら
さ
G

な
い
方
は
、
美
化
部
掴
剛

業
務
課
(
⑮
O
五
三

剖
川

O
)
へ
電
話
し
て
く

J
A

だ
さ
れ
ば
、
近
く
の
甲
』

販
売
庖
左
お
知
ら
せ
甲
}

し
ま
す
。
な
お
き
め

ら
れ
た
紙
袋
と
同
質
の
も
の
と

し
て
は
、
セ
メ
ン
ト
、
肥
料
、

飼
料
、
米
の
各
袋
が
あ
り
ま
す

の
で
こ
れ
ら
の
空
袋
も
使
え
ま

す
。
市
で
は
こ
の
ほ
か
、
今
ま

で
百
貨
底
、
ス
ー
パ
ー
の
ナ
イ

ロ
ン
、
ポ
リ
買
物
袋
が
ゴ
ミ
袋

O
朝
日
山
(
勝
原
区
朝
日
谷

・
国

鉄
網
干
駅
下
古
十
日
分

)
U約
脚
本

O
木
場
神
社
(
木
場
市
バ
ス
福

泊
線
木
場
港
下
車
叩
分
)
参
道
H

約
問
本
。

潮
干
狩
り
・
:
白
浜
・
的
形
は
4

月
1
日
か
ら
、
新
舞
子
は
3
月
1

日
か
ら
浜
聞
き

O
白
浜
(
山
電
白
浜
の
宮
駅
ま
た

は
市
バ
ス
白
浜
電
鉄
菌
よ
車
叩
分
)

O
的
形
(
山
電
的
形
駅
下
車
日
分
)

O
新
舞
子
(
揖
保
郡
御
津
町
山

電
網
干
駅
下
古
十
神
姫
パ
ス
新
舞

子
行
)

文
化
・
教
養

図
書
館
新
刊
書
案
内
一
般
用

マ
さ
ら
ば
星
座
品
書
重
吾
マ
日

曜
日
の
白
い
雲
H
原
田
康
子
マ
鬼

が
来
た
』
友
部
日
出
男
マ
父
岸
田

劉
生

4
序
回
麗
子
マ
教
育
の
論
理

U
羽
仁
五
郎
マ
わ
た
し
の
自
叙
伝

聞
1
N
H
K
マ
学
問
の
す
す
め
H
H

梅
原
猛
マ
魯
迅
の
思
い
出

u
内
山

完
造
マ
日
本
の
漢
語
H
佐
藤
喜
代

治
マ
ユ

l
ス
カ
ル
チ
ュ
ア
史
H
坂

田
稔
マ
純
粋
折
り
紙
U
内
山
奥
正

マ
幸
せ
の
と
な
り
H
H
橋
田
寿
賀
子

マ
A
サ
イ
ズ
殺
人
事
件

H
阿
万
田

高
マ
女
た
ち
よ
男
た
ち
よ
子
供
た

ち
よ
リ
伊
丹
十
三
マ
子
供
の
意
欲

は
安
ら
ぎ
か
ら
リ
和
田
重
正

と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た

点
に
着
限
、
市
内
の
百
貨
底
、

ス
ー
パ
ー
に
対
し
紙
袋
へ
の
切

り
換
え
を
呼
び
ホ
け
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
自
主

協
力
の
呼
び
か
け
で
す
の
で
早

急
に
紙
袋
が
使
用
さ
れ
る
と
断

一
言
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

も
し
ス
ー
パ
ー
、
百

i
u

貨
庖
が
紙
袋
を
使
用

置
直
す
る
時
は
、
大
き
さ

唱
湛
は
異
な
り
ま
す
が
紙

減

在

、

同

質

の

も

の

メ

で

す

し

、

さ

ら

に

袋

1
6

に

「
こ
の
袋
は
ゴ
ミ

一
」
袋
と
し
て
使
用
で
き

一

ま
す
」
の
文
字
を
印

刷
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
紙
袋
は
雨
が
降
れ
ば
す
ぐ
破

れ
る
の
で
は
な
い
か
の
声
も
あ

り
ま
す
が
、
多
少
の
雨
で
は
破

れ
ま
せ
ん
し
、
万

一
破
れ
た
場

合
も
収
集
し
ま
す
。

(
こ
の
コ
ラ
ム
は
今
後
数
回
に
一

わ

た

り

連

載

し

ま

す

)

一

市バスハッピーツアー
お申し込みは ，⑫ 5201-3

市営観光パス駅前旅行センター

行 先 月 ・日 会費 行 先 月 ・日 会費

伊勢と伊良湖
4/5-6 4/29 

8，000円5/10-11 22，500円 ぽっくり寺と癌封寺 6/1 鳥羽 6/14-15 

三河一 4/12-13 
中風寺参拝

5/3 
6，000円七福神とニ谷温泉 5/17-18 23，000円 6/29 6/7-8 

4/18 
大出雲社と三瓶温泉

5/10-11 
19，500円ひめじ風土記の里めぐり 5/30 2，300円 8/23-24 6/21 

4/19 5// / / 1011 
はりま風土記の里めぐり 5/28 2，800円 北陸片山津温泉 6/7-8 21，000円7/26-27 

6/15 8/2-3 

大山と皆生温泉
4/19-20 桂 1兵 5/17-18 
5/24-25 19，900円 龍河j同と高知 6/14- ~5 19，900円

ま字、山 6/21-22 8/9-10 

ム円収Eli:支，.と和倉温泉 5ク// 2325 
さがのめぐり(自由散策) 4/29 4，000円 6/20-22 26，000円

半島 7/4-6 
8/8-10 

越中 5〆24-25
いかるがの里めぐり 4/29 4，000円 五筒山 と圧川温泉 7/12-13 24，000円

8/9-l0 

4月 催物内容 時間 連 絡 先 入場料

14 鈴木洋ピアノリサイタル 18:30-19:30 日ノ本学園高等学校 07933 1，000円②5578 

文 16 
ミュージカル

18:30-20:30 姫路労音 ⑮6600 2，500円見上げてごらん夜の星を
化
文化祭 姫路西高等学校 ⑪6621 無料

セ 20 
9 :00-17:00 

、/ 
27 姫路交響楽団と 3人のピア
タ ニス卜による 3つの協奏曲 13: 30-15: 30 山本信一 ⑮8082 700円

コンサート

27 
今井信吾個展 今井巳代 ⑫4582 無料9 :00-19:00 

5/3 

5 菊司会(舞踊発表会) 11: 30-18: 00 菊司会尾上 ⑫4497 無料

市
7 ユースサークル ⑫7272 300円

民~ 
フォークコンサート 13: 00-16: 00 

12 
第5回ピ yグジャズ

18: 30-21: 00 姫路ジャズメイツ ⑮，2664 2，500円

|館
ジャズコンサート

13 
日本民謡姫路市連合会コン 10:00-17:00 

日本民謡姫路市連合会永弁
無料

クール ⑫1101内線498
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